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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第88期

第３四半期累計期間
第89期

第３四半期累計期間
第88期

会計期間
自　2022年７月１日
至　2023年３月31日

自　2023年７月１日
至　2024年３月31日

自　2022年７月１日
至　2023年６月30日

売上高 （千円） 25,476,646 29,739,350 31,923,099

経常利益 （千円） 2,266,632 3,496,057 2,357,510

四半期（当期）純利益 （千円） 1,550,952 2,338,046 1,549,072

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 569,375 569,375 569,375

発行済株式総数 （株） 3,432,475 3,432,475 3,432,475

純資産額 （千円） 14,777,428 17,870,117 15,180,923

総資産額 （千円） 28,170,811 33,679,786 27,069,185

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 459.78 691.84 459.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 160.00

自己資本比率 （％） 52.5 53.1 56.1

 

回次
第88期

第３四半期会計期間
第89期

第３四半期会計期間

会計期間
自　2023年１月１日
至　2023年３月31日

自　2024年１月１日
至　2024年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 272.72 332.21

（注）１　当社は、関連会社がないため、持分法についての該当事項はありません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社において営まれる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において判断したものであります。

　当社は、2023年度から2025年度までの３カ年を対象とする中期経営計画「Strong&Expanding2025」に基づき、４

つの基本戦略「既存ビジネスへの深耕と成長ビジネスの拡大」「R&Dビジネスのソリューション付加を加速」

「DX、IoT、AIを独自の付加価値として提供」「経営基盤の強化と推進」を軸に推進してまいりました。

　当第３四半期累計期間におきましては、ライフライン関連（水道・ガス・電力）関連や理化学ビジネスが堅調と

なったことに加え、次世代モビリティ開発案件の増加等により、売上高は297億39百万円（前年同期比16.7％

増）、営業利益は34億43百万円（前年同期比55.4％増）、経常利益は34億96百万円（前年同期比54.2％増）、四半

期純利益は23億38百万円（前年同期比50.7％増）となりました。

 

　また、セグメントにつきましては、当社では計測制御機器、理化学機器等の各種電子応用機器の販売と、それに

付随するエンジニアリング業務などを行っているものであり、単一であります。したがいまして、セグメント情報

は省略しております。

 

　なお、当社における商品の品目別概況は、次のとおりです。

《制御・情報機器システム》

　当品目につきましては、水道・電気・ガス等のライフライン関連が堅調に推移したことにより、売上高は157億

47百万円（前年同四半期比19.5％増）となりました。

《計測器》

　当品目につきましては、自動車メーカー向けが拡大したことにより、売上高は32億57百万円（前年同四半期比

2.1％増）となりました。

《理化学機器》

　当品目につきましては、民間の研究開発投資需要が拡大し、売上高は74億22百万円（前年同四半期比3.0％増）

となりました。

《産業機器・その他》

　当品目につきましては、電気自動車の開発試験関連が伸長し、売上高は33億11百万円（前年同四半期比73.6％

増）となりました。

 

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べて23.2％増加し、256億54百万円となりました。これは、現金及び預金が17億

49百万円減少した一方、売掛金が56億47百万円増加したことなどによるものであります。

　固定資産は、前事業年度末に比べて28.5％増加し、80億24百万円となりました。これは、投資有価証券が14億

18百万円増加したことなどによるものであります。

　この結果、総資産は、前事業年度末に比べて24.4％増加し336億79百万円となりました。
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（負債）

　流動負債は、前事業年度末に比べて33.8％増加し、154億60百万円となりました。これは、契約負債が９億88百

万円減少した一方、買掛金が31億25百万円増加したことなどによるものであります。

　固定負債は、前事業年度末に比べて3.6％増加し、３億49百万円となりました。これは、繰延税金負債が12百万

円減少した一方、退職給付引当金が28百万円増加したことなどによるものであります。

　この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて33.0％増加し、158億９百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前事業年度末に比べて17.7％増加し178億70百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は53.1％（前事業年度末は56.1％）となりました。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期累計期間において、当社の優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　なお、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針につきましては、特記すべき

事項はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2024年３月31日）

提出日現在
発行数（株）

（2024年５月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,432,475 3,432,475
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100株で

あります。

計 3,432,475 3,432,475 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2024年１月１日～

2024年３月31日
－ 3,432,475 － 569,375 － 814,474

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 49,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,381,700 33,817 －

単元未満株式 普通株式 875 － －

発行済株式総数  3,432,475 － －

総株主の議決権  － 33,817 －

（注）１　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式45株が含まれております。

２　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

②【自己株式等】

    2024年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

西川計測株式会社

東京都渋谷区代々木

　　　　３丁目22番７号
49,900 － 49,900 1.46

計 － 49,900 － 49,900 1.46

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2024年１月１日から2024年３

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2023年７月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

EY新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(2023年６月30日)
当第３四半期会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,889,944 8,140,147

受取手形、売掛金及び契約資産 ※ 7,181,288 ※ 13,071,144

電子記録債権 ※ 1,576,764 ※ 2,126,116

商品 1,719,808 2,059,834

前渡金 403,111 168,148

前払費用 47,749 87,139

その他 3,793 3,135

貸倒引当金 △540 △798

流動資産合計 20,821,920 25,654,868

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 224,584 210,095

機械及び装置（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 35,645 54,030

土地 6,172 6,172

リース資産（純額） 14,818 10,544

有形固定資産合計 281,220 280,841

無形固定資産   

ソフトウエア 75,423 51,899

電話加入権 5,094 5,094

無形固定資産合計 80,518 56,994

投資その他の資産   

投資有価証券 4,586,444 6,004,710

役員に対する保険積立金 1,028,369 1,385,268

破産更生債権等 0 0

その他 270,712 297,102

投資その他の資産合計 5,885,525 7,687,081

固定資産合計 6,247,264 8,024,918

資産合計 27,069,185 33,679,786
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(2023年６月30日)
当第３四半期会計期間
(2024年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,852,744 7,977,912

電子記録債務 2,890,926 2,651,352

リース債務 5,152 4,100

未払金 355,686 203,623

未払費用 201,671 240,009

未払法人税等 515,491 1,225,278

契約負債 2,327,029 1,338,039

預り金 278,054 27,874

賞与引当金 － 1,003,100

役員賞与引当金 － 226,513

工事損失引当金 － 13,120

その他 124,396 549,331

流動負債合計 11,551,152 15,460,255

固定負債   

リース債務 10,467 6,444

長期未払金 1,828 1,828

繰延税金負債 259,642 247,595

退職給付引当金 65,171 93,545

固定負債合計 337,109 349,413

負債合計 11,888,261 15,809,669

純資産の部   

株主資本   

資本金 569,375 569,375

資本剰余金 845,285 867,073

利益剰余金 12,117,980 13,915,747

自己株式 △130,609 △117,051

株主資本合計 13,402,031 15,235,144

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,778,892 2,634,972

評価・換算差額等合計 1,778,892 2,634,972

純資産合計 15,180,923 17,870,117

負債純資産合計 27,069,185 33,679,786
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(2)【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 ※ 25,476,646 ※ 29,739,350

売上原価 19,686,640 22,655,836

売上総利益 5,790,006 7,083,513

販売費及び一般管理費   

受注前活動費 388,253 275,753

役員報酬 104,700 116,550

役員賞与引当金繰入額 128,933 226,513

給料及び手当 1,726,195 1,824,405

退職給付費用 50,212 48,376

福利厚生費 319,441 293,764

賃借料 267,431 266,828

減価償却費 45,169 45,788

その他 543,069 541,935

販売費及び一般管理費合計 3,573,405 3,639,913

営業利益 2,216,600 3,443,599

営業外収益   

受取利息 111 35

受取配当金 33,820 46,957

その他 17,734 8,491

営業外収益合計 51,666 55,484

営業外費用   

その他 1,635 3,026

営業外費用合計 1,635 3,026

経常利益 2,266,632 3,496,057

特別損失   

投資有価証券評価損 445 －

特別損失合計 445 －

税引前四半期純利益 2,266,186 3,496,057

法人税、住民税及び事業税 967,153 1,548,767

法人税等調整額 △251,920 △390,756

法人税等合計 715,233 1,158,011

四半期純利益 1,550,952 2,338,046
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

　該当事項はありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

※　四半期会計期間末日満期手形および電子記録債権

　四半期会計期間末日満期手形および電子記録債権の会計処理については、手形交換日または決済日をもって決

済処理しております。なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末

日満期手形および電子記録債権が、四半期会計期間末残高に含まれております。

 
前事業年度

（2023年６月30日）
当第３四半期会計期間
（2024年３月31日）

受取手形 －千円 14,602千円

電子記録債権 －千円 51,560千円

 

 
 
 

（四半期損益計算書関係）

※　前第３四半期累計期間（自 2022年７月１日 至 2023年３月31日）及び当第３四半期累計期間（自 2023

年７月１日 至 2024年３月31日）

　　当社の主要な販売先は、上下水道、電力、都市ガス等の公共事業関連、民間でもエンドユーザーが官公庁の

重電、プラント関連の販売先が多く、売上高・利益ともに第３四半期会計期間（１月１日～３月31日）に集中

するという季節的変動の傾向があります。

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

 （自　2022年７月１日 （自　2023年７月１日

 　　至　2023年３月31日） 　　至　2024年３月31日）

減価償却費 60,748千円 61,674千円
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（株主資本等関係）

前第３四半期累計期間（自　2022年７月１日　至　2023年３月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年９月29日

定時株主総会
普通株式 471,823 140.00 2022年６月30日 2022年９月30日 利益剰余金

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間（自　2023年７月１日　至　2024年３月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年９月28日

定時株主総会
普通株式 540,279 160.00 2023年６月30日 2023年９月29日 利益剰余金

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自　2022年７月１日　至　2023年３月31日）及び当第３四半期累計期間（自　2023年

７月１日　至　2024年３月31日）

　当社は、計測制御機器、理化学機器等の各種電子応用機器の販売と、それに付随するエンジニアリング業務

などを行っているものであり、セグメントは単一であるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

（単位：千円）
 

 

区分

 

前第３四半期累計期間

（自　2022年７月１日

至　2023年３月31日）

当第３四半期累計期間

（自　2023年７月１日

至　2024年３月31日）

　制御・情報機器システム 13,174,880 15,747,380

　計測器 3,190,149 3,257,967

　理化学機器 7,203,784 7,422,741

　産業機器・その他 1,907,832 3,311,261

外部顧客への売上高 25,476,646 29,739,350

うち、顧客との契約から生じる収益

その他の収益（注）

25,311,178

165,468

29,574,711

164,639

（注）その他の収益は、機器等のレンタルに係る売上などであります。

 

 

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
（自　2022年７月１日
至　2023年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2023年７月１日
至　2024年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 459円78銭 691円84銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,550,952 2,338,046

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,550,952 2,338,046

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,373 3,379

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年５月14日

西川計測株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東　 京　 事　 務　 所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 板　　谷　　 秀 　　穂

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 寺　　岡　　久　仁　子

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西川計測株式会

社の2023年７月１日から2024年６月30日までの第89期事業年度の第３四半期会計期間(2024年１月１日から2024年３月31

日まで)及び第３四半期累計期間(2023年７月１日から2024年３月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸

借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、西川計測株式会社の2024年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務諸表

の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期
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財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書

日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

る。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注) １　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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